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特定技能外国人のシナートさん（右）

➣ （株）エヌの設立の経緯について教えてください。

外国人材の派遣について

令和２年には、コロナによる入国制限により外国人がほぼ来日できなくなりました
が、夏場には、特定技能外国人の通年雇用の実現に向け、長野県に試行的に外国人を
派遣し、県間リレー派遣の有効性を確認しました。
令和３年４月には信州支店（塩尻市）、７月には北海道支店（斜里町）を開設し、

本格的に県間のリレー派遣を開始するとともに、漁業への人材派遣も開始しました。
令和４年の入国制限解除後は外国人材の受入れが一気に進み、９月末現在では、長

崎県内での通年派遣が60名、長野県（６～11月：レタス等）及び北海道（７月～：
馬鈴しょ等）への県間リレー派遣が72名で合計132名を派遣しています。

農家が人材を直接雇用するのではなく、
派遣会社（エヌ）が雇用する人材を必要
な時期に派遣してもらう仕組みです。
派遣社員は、エヌと雇用契約を結び、
エヌの派遣社員となり、農家の就業場所
で農家の指揮命令に従って就業します。
農家は派遣料金（給料、社会保険料、
派遣事業経費等を含む）をエヌに支払い
ます。

当社は労力支援サービスを通じて地域の農水事業者の所得向上と農業・水産業の成長
産業化を図るため、平成31年２月に設立（（公財）長崎県農林水産業担い手育成基金、JA長崎県中央
会、（株）アソウ・ヒューマニーセンター ３社共同出資）、同年（令和元年）5月には労働者派遣事
業・有料職業紹介事業の事業許可を取得しました。
そして当社は入管庁から農業で派遣ができる特定技能所属機関と認められ、同年11月、

第一陣となる２名の特定技能外国人材が入国し、派遣を開始しました。

➣ 人材派遣による働き方の仕組みはどのようなものですか。

➣ （株）エヌのこれまでの取組状況等について教えてください。

●株式会社エヌ
所在地：長崎県平戸市
従業員：６名（役員含む）

特定技能外国人を132名（令和４年９月末現在）雇
用し、長崎県内及び長野県、北海道へ農繁期の違いを
生かし県間のリレー派遣を実施。
JAながさき西海（本社：佐世保市）には、３名
（カンボジア人）を派遣し、みかんの収穫、選果作業
やいちごのパック詰め作業などに従事させている。



➣ （株）エヌの今後の展開や取組について教えて下さい。

近年は、組合員の収穫作業など繁忙期
における作業員の高齢化が進み、作業効
率の低下や将来の運営の在り方等が大き
な課題になっています。
このような状況から、若手の労働力を
確保するために、外国人材の活用を検討
してきましたが、受入れに当たっての住
居や送迎者の確保、コストなど様々な課
題がありました。
令和４年度は、空き家の確保や送迎の
課題をクリアすることができたので、
（株）エヌから３名の特定技能外国人を
受入れるとともに、仕事場への送迎を兼
務する日本人１名を雇用し、４戸の農家
の支援を行っています。
外国人には、みかんの収穫、選果作業
やいちごのパック詰め作業などに従事し
てもらっています。
皆さんまじめで、きちんと仕事をする
ので、非常に助かっていると受入れ農家
からの評判も上々です。
今後も繁忙期等の人手不足の解消に向
け、特定技能外国人の受入を増やしてい
きたいと考えており、各農家にチラシ
（右欄）を配布し、外国人の受入れを募
集しています。

派遣先の取組

今後の展開

外国人労働者を活用した労力支援サービ
スを更に進め、地域における農業・水産業
の労働力不足を解消していくためには、特
定技能外国人を通年雇用できる体制を構築
していく必要があります。
そのためには、長崎県内での通年派遣の

拡大はもちろんですが、農繁期の違いを生
かした長野県と北海道への県間リレー派遣
の拡大や北部九州地域での秋、冬の派遣先
の開拓、更には、北海道の漁業への派遣を
検討するなど通年雇用の派遣先の拡大を
図っていくこととしています。
当社の特定技能外国人の派遣者数の目標

は300名としていますが、この目標達成
に向け、取組みを進めていきたいと考えて
います。

➣ JAながさき西海での受入れのきっかけや仕事の内容等について教えてください。

ブロッコリーの袋詰め作業


